
高
等
学
校 

国
語
科 

指
導
案 

実
施
日 

 

平
成
十
五
年 

十 

月 

十
七 

日 

実
施
ク
ラ
ス 

 

普
通 

科 

１ 

年 

２ 

組 

指
導
者 

 

菅
原 

 

研 
科 
目 

名 
 

国
語
総
合 

指 

導 

領 

域 

「
読
む
こ
と
」 

単 

元 
名 

 

日
記
と
紀
行 

「
奥
の
細
道
」 

教 
 

材 
 

名 

教
科
書
名 

 

第
一
学
習
社 

「
教
材
名
」 

「
高
等
学
校
国
語
総
合
」 

指
導
事
項 
「
文
学
的
文
章
を
自
分
な
り
に
受
け
止
め
て
、
自
分
の
考
え
方
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
」 

単
元
の
目
標 

・「
奥
の
細
道
」
の
「
旅
立
ち
」「
平
泉
」「
立
石
寺
」
を
読
み
、
近
世
の
俳
人
の
姿
を
把
握
さ
せ
る
。 

・
俳
文
の
特
色
や
硬
質
な
詩
的
散
文
の
性
質
に
慣
れ
さ
せ
る
。 

・
発
句
と
詩
的
散
文
が
呼
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
優
れ
た
文
学
作
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

評
価
観
点  

と 

評
価
規
準 

「
国
語
へ
の
関
心
、
意
欲
、
態
度
、」
…
…
自
分
の
経
験
や
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
鑑
賞
内
容
に
つ
い
て
対
象
化
し
て
い
る
。 

「
読
む
能
力
」
…
…
必
要
な
情
報
が
何
か
を
明
確
に
し
、
中
心
語
句
に
気
を
付
け
て
要
旨
を
と
ら
え
て
い
る
。 

「
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能
」
…
…
資
料
・
図
表
を
解
釈
し
、
内
容
理
解
の
た
め
に
正
確
に
役
立
て
て
い
る
。 

年
間
指
導
計
画
に 

お
け
る
位
置
付
け 

近
世
俳
諧
紀
行
文
に
対
す
る
基
礎
的
知
識
を
確
立
し
、
俳
人
の
抱
い
た
情
感
を
理
解
さ
せ
る
。 

単
元
の 

指
導
計
画 

１
時
間
目
…
…
芭
蕉
と
「
奥
の
細
道
」
に
つ
い
て
の
概
説
、「
旅
立
ち
」
第
一
段 

２
時
間
目
…
…
「
旅
立
ち
」
第
二
・
三
段 

３
時
間
目
…
…
「
平
泉
」（
本
時
） 

４
時
間
目
…
…
「
立
石
寺
」 

本
時
の
目
標 

・
時
の
流
れ
と
人
の
営
み
の
関
係
に
つ
い
て
の
芭
蕉
の
認
識
を
読
み
取
り
、
理
解
を
深
め
る
。 

・
郷
里
の
文
化
財
に
つ
い
て
の
認
識
を
高
め
さ
せ
る
。 

学 
 
 
 
 
 

習 
 
 
 
 

活 
 
 
 
 

動 

過
程 

指
導
内
容 

指 
 

導 
 

者 

学 
 

習 
 

者 

評
価
の
規
準
と 

評
価
方
法 

導 入 

前
時
の
確
認 

・
前
時
の
内
容
を
確
認
さ
せ
る
。 

・
課
題
を
確
認
す
る
。 

 

・
本
時
の
目
標
を
設
定
す
る
。 

・
平
泉
に
つ
い
て
既
知
の
者
に
思
い
出
さ
せ

る
。 

・
全
員
で
音
読
さ
せ
る
。
／
指
導
者
も
同
時
に

読
み
、
誤
り
を
気
付
か
せ
る
。 

・
ノ
ー
ト
を
活
用
し
、
前
時
の
内
容
を
確
認
す
る
。 

・
書
い
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
平
泉
の
略
図
を
ス
ラ
イ

ド
の
図
と
比
較
・
確
認
す
る 

  

・
平
泉
に
つ
い
て
の
自
ら
の
記
憶
を
確
認
す
る
。 

 

・
全
員
で
音
読
す
る
。 

 

・
略
図
は
正
確
か
。 

↓
相
互
評
価 

   

・
声
を
出
し
て
呼
ん
で
い
る

か
。 

 

↓
観
察 

展   開 

内
容
理
解 

①
奥
州
藤
原
三
代
に
つ
い
て
概
説
す
る
。 

 

②
平
泉
各
所
の
様
子
と
現
在
を
比
較
さ
せ
る
。

   

③
「
功
名
一
時
の
く
さ
む
ら
と
な
る
」
に
見
ら

れ
る
芭
蕉
の
感
懐
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。

   

④
光
堂
に
つ
い
て
の
記
述
を
確
認
す
る
。 

 

⑤
「
四
面
新
た
に
囲
み
て
」
に
関
わ
る
事
実
関

係
を
確
認
さ
せ
る
。 

    

⑥
「
五
月
雨
の
〜
」
の
句
を
鑑
賞
さ
せ
、「
夏

草
や
〜
」
の
句
と
を
比
較
さ
せ
る
。 

 

・
簡
単
な
系
図
を
見
て
確
認
作
業
を
す
る
。 

 

・
平
泉
各
所
を
ス
ラ
イ
ド
で
確
認
し
、
本
文
か
ら
受
け
る
イ

メ
ー
ジ
と
の
一
致
と
差
異
に
つ
い
て
認
識
す
る
。 

  

・「
義
臣
」
が
誰
を
指
す
か
、
読
み
取
る
。 

・「
夏
草
や
〜
」
の
句
を
鑑
賞
す
る
。 

・「
卯
の
花
に
〜
」
の
句
を
鑑
賞
す
る
。 

  

・
経
堂
・
光
堂
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
で
確
認
す
る
。 

 

・
助
動
詞
「
べ
き
」
の
意
味
を
確
認
し
、
文
脈
上
ど
う
扱
わ

れ
て
い
る
か
見
極
め
る
。 

・
覆
堂
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

   

・「
五
月
雨
の
〜
」
の
句
を
鑑
賞
す
る
。 

・
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で
、
朽
ち
果
て
て
い
っ
た
も
の
と

不
変
の
も
の
と
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

  

・
各
自
な
り
の
感
興
を
抱
く

こ
と
が
で
き
た
か
。 

↓
観
察 

 

・「
懐
旧
の
情
」
と
い
う
抽
象

概
念
を
理
解
で
き
た
か
。

↓
観
察
、
ノ
ー
ト
、
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク 

 
  

・
助
動
詞
の
意
味
が
、
文
脈

の
中
で
正
し
く
理
解
で
き

て
い
る
か
。 

↓
観
察
、
指
名
、
ノ
ー
ト
、

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク 

 ・
芭
蕉
の
認
識
と
自
分
の
も

の
と
を
比
較
す
る
と
こ
ろ

ま
で
進
む
か
。 

 

↓
観
察
、
ノ
ー
ト 

本 時 の 学 習 指 導 計 画 

まとめ 

本
時
の
確
認 

 

課
題
指
示
と

次
時
の
予
告 

・
簡
単
に
内
容
を
ま
と
め
る
。 

 

・「
邯
鄲
一
炊
の
夢
」
と
杜
甫
「
春
望
」
に
つ

い
て
調
べ
て
来
る
よ
う
指
示
す
る
。 

・
次
時
は
課
題
確
認
の
後
で
「
立
石
寺
」
を
や

る
旨
予
告
す
る
。 

・
ノ
ー
ト
を
使
い
、
本
時
の
学
習
を
振
り
返
る
。 

 

・
課
題
と
次
時
の
予
告
内
容
を
認
識
す
る
。 

 

備考 

 

 


